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論文内容要旨
 長崎県壱岐島及び佐賀県束松浦半1島地域は環日本海アルカリ岩石区の一部を構成している.こ
 の地域には広範囲にわたり玄武岩類が分布し,これから晶出分化した種々のアルカリ岩頚や,ア
 ルカリ橄欖石玄武岩マグマの混成作用によって生じた輝石安山岩類を伴っている、この地域の基
 盤は先第三紀花崗閃緑岩類であり,東松浦半、1三1∫南部に分布しているが,壱岐島には全く露出して
 いない.東松浦半島ではこれを不整合に中新μヒ砂岩シ己岩層が覆い,海岸沿いに露出している・壱
 岐島ではこれに対比される地層が同舟中部以北の海岸沿いに発達している.この地層の上に砂岩
 と珪藻土シルト岩の互層(中新世)が局部的に発達している.この地層の堆積当時にこの地域の
 最初の火山活動が行われた.溢流した熔岩はソレーアイト質岩系玄武岩及びソレーアイト質マグ
 マ起源カルク・アルカリ岩系安山居,石英安山岩,流紋岩等である.鮮新一洪積巨ヒにアルカリ岩
 系粗面安r-U岩,粗面岩,アルカリ流紋岩等の酸性岩類の1、舌動が始まり,この地域のアルカリ岩の
 活動の口火を切った.これらの酸性岩類はケルスート角閃石を含むのが特徴である・洪積世にア
 ルカリ岩系粗面玄武岩及び粗面安口■[岩頚の大活動が行われ。,多量の熔岩を潅流した.この活動は
 大別すると粗面玄武岩類4期,粗面安IU岩頚2期に分けられる.この活動に伴われ,壱岐島北l!:ll
 一帯にアルカリ橄欖石玄武岩マグマ起源のカルク,アルカリ岩系玄武岩及び安山岩類が潅流し,
 馬渡島,松島及び加唐島にはア々カリ岩系粗面安Il[岩・組面岩・アノレカリ流紋岩が流出した・洪
 積世に活動した粗面玄武岩,粗面安山岩の一部にもケルスート角閃石が含まれている・
 この地域の火山岩類の主成分鉱物は斜長石,アノーソクレース,橄欖石,単斜輝石・斜方声軍
 石,角閃石,黒雲母及び磁鉄鉱であるが,各岩系によってその鉱物組合せに大きな相違が認めら
 れる.アルカリ岩系は斜長石,アノーソクレース,チタン輝石,アルカリ輝石・ケルス
 ー ト角閃石,チタン黒雲母及びチタγ磁鉄鉱である.ケルスート角閃石はチタンを多量に含む普
 通角閃石であつで阯界において稀にしか産出しない鉱物であるが,壱岐島のアルカリ岩中にはし
 ばしば産出する.これはこの地域のアルカリ岩の大きな特徴の一つである.カルク・アルカリ終
 系の構成鉱物は斜長石,橄欖石.普通輝石,紫蘇輝石,角閃石,黒雲母及び磁鉄鉱であり,叉,
 ソレーアイト質岩系の構成鉱物は斜長石,橄欖石,普通輝石,ピジオン輝石及び磁鉄鉱であり,
 これら両岩系の構成鉱物は本邦他地域火山岩類のものと著しい相違は認められない.
 この地域の火山岩類の化学組成は各岩系の間に著しい相違が認めら,揺る.アルカリ岩系と伊
 豆,箱根地方ソレーアィト質岩系とを比較すると極めて対照的であり,前者はA1203,Tio2,
 Na20,K20及びP205が多く,totalFeO,MgO及びCaOが少く,特にNa20とK20が・
 著しく多い.一方アルカリ橄欖石玄武措マグマ起源カルク・アルカリ岩系と伊豆,箱根地方カル
 ク・アルカリ岩系とを比較すると,前者はA1203,Na20及びK20が多く,MgOとCaOに乏
 しい.アルカリー石灰指数を示すと,アルカリ岩系51.0,アルカリ1敢髄石玄武岩マグマ起源カル
 ク・アルカリ岩系57.5,ソレ・一アイト質マグマ起源カルク・アルカリ岩系は63、0である.
 この地域にはソレーアイト質岩系とソレーアイト質マグマ起源カルク・アルカリ岩系はごく僅
 かしか分布せず,且つ本邦他地域のものと大差ないので省略し,アルカリ岩系及びアルカリ橄欖
 石玄武岩マグマ起源カルク・アルカリ岩系の成因についてのみ述べる.
 アルカリ岩系に於ては最初に本源マグマから晶川している鉱物はM9に富む橄欖石である.こ
 れにやや遅れて亜灰長石が晶出し,透輝石質普通輝石がこれに続くが,普通輝石が斜長石よりも
 先に現われていることもある.磁鉄鉱は普通輝石より少し遅れて晶出している・これら4鉱物の
 聞には反応関係は存在しないので早期から晩期まで平行晶出を続げている.し.かしながら中期に
 ケルスート角閃石が品出していることがあり,また稀には紫蘇輝石が現わ、1していることもある.
 晩期になるにつれて晶出順序と反応関係が複雑になり,アノソークレース,エジリソ,ヘスティ
 γグサイト様角閃石,リーベカイト,黒雲母,クリストバライト,石英,方沸石などは最晩期晶
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 出の鉱物である.
 長石は亜灰長石からアノーソクレースまで品出しているが,サニィディソーアノーソクレース
 系のlli斜アルカリ長石は全く現われていない.長石は最初にAn75の亜灰長石が現われ,結晶作
 用が進むにつれてラブラドライト→カリ・アγデシン→カリ・オリゴクレースを経てカルシュ
 ー ム・アノーソクレースに移化し,更にアノーソクレースまで進化して長石系の結晶1乍用を終っ
 ている.橄欖石はソレーアイト質岩系やカルク・アルカリ岩系と異なり,他鉱物との間に反応関
 係が存在しないのでMgに富む橄欖石から鉄橄欖石まで連続的に進化している.しかしながら,
 稀にマグマとの反応によってケルスート角閃石を生じ,又稀には紫蘇輝石を生じていることもあ
 る.単斜輝石は単純な連続反応系列をなし,透輝石質チタγ普通輝石→チタン普通輝石→ソー
 ダ酋二通輝石→エジリン輝石一)エジリンヘと進化している.しかし極めて稀に普通輝石からピジ
 オン輝石へと進化していることが、ちり,この晶出経路はソレーアイト質岩系単斜輝石のものと一
 致し,極めて注1-1すべき事実である.角閃石は通常晶出しないが,結晶作用の中期～晩期にケル
 スート角閃石が橄欖石又はチタン浴重輝石とマグマとの反応によつ生成されていることがある.
 アルカリ橄欖石玄武岩マグマ起源のカルク・アルカリ岩系に於ては最初に橄欖石,続いて古銅
 輝石,普通輝石,斜長石,磁鉄鉱が品出しているが,橄欖石と斜方輝石の間には,反応関係が存
 在するので徽階石は早期にの孜晶出1',中期以後は斜長石,普通輝石,紫蘇輝石,及び磁鉄鉱が
 晩期まで平行晶出を続けている.稀に中期に普通輝石及び紫蘇輝石とマグマとの反応で普通角閃
 石が晶1」一民・ていることがある.石英,クリストバライト,鱗珪石,アノーソクレース,黒雲母な
 どはアルカリ岩系区)場合と同様最晩期晶出の鉱物である.
 この地域のアノレカリ岩系の分化経路について考察すると,アルカリ橄欖石玄武岩マグマからは
 最初に多量の橄欖石が晶出分別するのでMgが急激に減少する.続いて斜長石,単斜輝石,及び
 磁鉄鉱が晶出し,以上4鉱物の分別作用が行牙)れるが斜長石の分別が著しく,且つ磁鉄鉱が早期
 から分別する為,マグマ中には急速にNa20とK20が濃染し,ソレーアイト質岩系にみられ
 る様な中期における鉄の濃集は行なわれることなく早期から晩期まで一貫してNa20とK20の
 濃集が続き,晶出分化作用により粗面玄武岩,粗面安山岩を経て最晩期には粗面岩が形成されて
 いる、一方アルカリ徽櫛石玄武岩マグマの分化がやや進んだ中期に花崗岩質岩頚の混成作用を行
 い,更に晶出分化を続けるとマグマ中の平衡関係に変化が起り,ケルスート角閃石を生じ,稀に
 は紫蘇輝石さえ晶出する.このマグマは晶出分別を行なうと,ケルスート角閃石を含む粗面玄武
 岩,粗而安山岩,粗面岩を経て最晩期にはアルカリ流紋岩を形成している.アルカリ橄欖石玄武岩
 マグマが早期に花崗揖類の同化を行なうと橄欖石と斜方輝石の間に反応関係を有するSiO2に過
 飽和な混成玄武岩マグマを生成する.この混成玄武岩マグマは晶出分化作用を行なうとカルク・
 アルカリ岩系玄武岩,安山岩を形成する.今口までアルカリ橄欖石玄武岩マグマが混成作用を行
 なうとソレーアィト質岩系を生成すると考えられていたが,その様な事実はなくアルカリ橄欖石
 玄武岩マグマの混成作用によってはソレーアイト質岩系は形成されていない、アルカリ橄欖石玄
 武岩マグマ起源カルケ・アルカリ岩系の分化経路はソレーアイト質マグマ起源カルク・アルカリ
 岩系の魂、のと一致し,中期に鉄の濃集は行なわれず,早期から晩期までNa20及びK20の濃集
 を続1ナる.
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 審査の結果要旨
 最近火成岩類はその成因系統に基いて(1)ソレーアイト質岩系,(2)アルカリ岩系,(3)
 カルタ・アルカリ岩系の3系列に大別されている.これ等3系列は化学組成,構成鉱物,有色鉱物
 の随伴関係,反応系列及び分化経路に明瞭な差異がある.従来ソレーアイト質岩系及びソレーア
 イト質マグマ起源カルク・アルカリ岩系の成因論については非常に詳し.・い研究が行なわれている
 が,アルカリ岩系及び同岩起源カルク・アルカリ岩系の研究は世界でも極めて少なかった.青木
 はこの,・Aミに着目し,環日本海アルカリ岩石区に属する地区に於て,アルカリ岩系とカルク・アル
 カリ岩系火山岩類の比較的広く分布している長崎県壱岐1島及び佐賀県東松浦地域を選んで調査研
 究を行なった.青木はこれら両君系の造岩鉱物の光学的,化学的性質の精密なる研究を行ない,
 それらの晶出順序と反応系列を明かにし,アルカリ玄武岩マグマの分化につき考察した.アルカ
 リ玄武岩マグマは晶出分化/乍用によって粗面玄武岩→粗面安山岩→粗面岩へと分化しているが
 晶出分化の途上の中期に花崗岩質措頬の同化を伴うとケルスート角閃石を生じ,含ケルスート角
 閃石粗面玄武岩→粗面安山岩→粗面岩を経て最晩期にはアルカリ流紋岩を生成している事を明
 らかにした.一方アルカリ玄武岩マグマが早期の未分化の時期に花崗岩質岩類又は珪質岩類の同
 化を伴なうと混成玄武岩マグマを生成し,このマグマ亘)Il削一Ll分化1乍用によって玄武岩→輝石安
 山岩→角閃石安山岩と進化し,一連のカルク・アルカリ岩系を形成していることを明らかにし
 た.これらのカル.ク・アルカリ岩系はソレーアイト質マグマ起源のカルク・アルカリ岩系とは鉱
 物組合せは同一であるが化学組成にはかなり大ぎな相違が認められると述べた.尚従来一部の学
 者によって考えられていたアルカリ玄武岩マグマの混成作用によるソレーアイト質岩系は,本地
 域では形成されていない事をも立証した.
 以上本研究はアルカリ岩系の鉱物進化及び同岩系の分化経路を丹念に追跡した優秀な研究であ
 り,特に同岩系本源マグマの進化の初期に於て花崗岩質岩頚の同化によるカルク・アルカリ岩系
 の生成を確認した事は,火成岩成因論に対し,著しい貢献である.よって審査員等は青木謙一郎
 は理学博士の学位を受ける充分なる資格あるものと認める.
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